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本学医療秘書科第 6期生121名を対象にして 1年次と 2年次にそれぞれ 8回の10分間スヒ°-
ドテストを行い，国際タイビング競技規則の採点基準に従って採点をし，速度(G.W.P.M.
= Gross Words Pe:r Minute : 1分間に打った総語数）と正確度(N.W. P. M./G. W. P. 
英文タイプ技能教育における速度と正確度との関連性 17 















表 l 上級速度 初級速度
上級速度上位グループ(27人） 平均値 43. 60 40.09 
く41G.W. P.M.以上＞ 標準偏差 2.49 2. 38 
上級速度下位グループ (17人） 平均値 30.48 33.86 
く33G.W. P.M．未満＞ 標準偏差 1 95 4.43 
初級速度 上級速度
初級速度上位グループ (18人） 平均値 42. 79 41. 92 
<41 G.W. P.M．以上＞ 標準偏差 1. 97 5.37 
初級速度下位グルー プ(26人） 平均値 32. 76 33 21 




これをみると，上級で速度の速いグループ（平均 43.60G. W. P. M.）は初級の時点でも速
く（平均 40.09G. W. P. M.)，上級で速度の遅いグループ（平均 30.48G. W. P. M.）は初
級でも遅い（平均 33.86G. W. P. M.)ということが明らかである。逆に初級の速度の上位・
下位グループ別に見ても，初級で速いグループは上級でも速く，初級で遅いグループは上級で




表 2は，上級の正確度の上位 ・下位グル ープについて初級の正確度を調べたもの，および初
級の正確度の上位 ・下位グループについて上級の正確度を調べたものである。
表 2 上級正確度 初級正確度
上級正確度上位グループ(19人） 平均値 0.85 0. 70 
< 0.8以上＞ 標準偏差 0.04 0. 14 
上級正確度下位グループ(22人） 平均値 0.42 0.54 
< 0.5未満＞ 棚準偏差 0 07 0 15 
初級正確度 上級正確度
初級正確度上位グループ(13人） 平均 値 0.85 0.70 
<0.8以上＞ 棚準偏差 0. 03 0.18 
初級正確度下位グループ(20人） 平均値 0. 33 0.59 
< 0.45未満＞ 棚準偏差 0.10 0.14 
これによると，上級で正確度の高いグループの初級の段階での正確度は高 く，低いグループ
は初級においても低い。そして，初級の正確度の上位・下位グループ別にみた場合の上級の正
確度をみて も同様に，初級で高いグル ープは上級でも高く ，初級で低いグループは上級でも低
いことがうかがえる。
3. 上級および初級の速度と正確度との関連
上級の速度と正確度との相関係数は 0.22, 初級の速度と正確度との相関係数は 0.27でとも
に相関は認められなかった。
表 3 上級速度 上級正確度
上級速度上位グループ(27人） 平均値 43.60 0. 71 
く41G.W. P.M.以上＞ 栖準偏差 2.49 0.13 
上級速度下位グループ (17人） 平均値 30.48 0.58 
く33G.W. P.M．未満＞ 標準偏差 1. 95 0. 16 
初級速度 初級正確度
初級速度上位グルー プ(18人） 平均値 42 79 0 70 
く41G.W. P.M.以上＞ 棚準偏差 1. 97 0. 21 
初級速度下位グループ (26人） 平均値 32. 76 0. 54 







表 4 上級正確度 上級速度
上級正確度上位グループ(19人） 平均値 0 85 38 46 
< 0.8以上＞ 標準偏差 0 04 4. 35 
上級正確度下位グループ(23人） 平均値 0 42 35. 51 
< 0.5未満＞ 棚準偏差 0. 07 4.65 
初級正確度 初級速度
初級正確度上位グループ(14人） 平均値 0.85 40 48 
< 0.8以上＞ 楯準偏差 0.03 2.69 
初級正確度下位グ）レープ(20人） 平均値 0 33 36. 24 





ここで，表 4について上級 ・初級それぞれの上位 ・下位グループの速度の差が，上級で2.95
ワード，初級で 4.24ワードとなり，標準偏差を加味して統計的に考慮するとほとんど差がない
という結果になる。しかし，ここに示されているのは 1分間のワード数の差であり，これを実















三 少ない 中位の 多い 計グループ グループ グループ
G.W.P.M. 人数 平均エラー数
0 ~ 30 6 13. 7 
31 ~ 32 8 11.1 
下位グループ 3 14 4 21 33 ~ 34 13 1. 9 
35 ~ 36 16 1. 3 
中位グループ 10 48 14 72 37 ~ 38 16 12.、1
39 ~ 40 8 14. 2 
上位グループ 5 17 5 27 41 ~ 42 ， 13. 2 
計 18 79 23 120 
43 ~ 44 6 12 3 
45 ~ 46 4 1. 3 
47 ~ 48 1 29.0 



























また，上級 ・初級ともに速度の速いグループは正確度が高く ，上級 ・初級ともに正確度の高
いグループは速度も速いとい う結果がでているので，スヒ°ード タイビングに関してのアプ ロー
チの方法としては，速度に重点を置いて も，正確度に重点を置いても明確な差異はないと思わ
れる。




ある。例えば， G.W.P.M.が40の者と 30の者をみた場合，40の者にとって可能な N.W.
P.M.は40以下であるが， 30の者に とって可能な N.W.P.M.は30以下でしかないのであ











英語を母国語と しない日本人においても適用が可能であるということ ，つまり普遍性がある と
いうことが明らかになったと思われる。
なお，アメ リカでの研究によると ，エラーはタィヒ ス゚ トの skilが向上するに従って消えて




Capacityを拡大して やる ことが重要であると考え，クラスにおいては速度からのアプロ ーチ
の実践を導入する方向に努力を煩注 していきたいと思う 。
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